






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(注)A:対策 を とらず、温 室効果 ガス濃度が現在の率で増 えた場合






































































































































































































































































































































































































































































































共 生 の マ ネ ジ メ ン ト









ドイッ(西 ドイツ) 4 7
イ ギ リス 3 3.5
ポ ー ラ ン ド 2 05
その他 34
〔地域合計〕
西 ヨー ロ ツパ 15
ソ連 を含む東 ヨー ロ ッパ 26
自由主義諸国 16





(F.ケ ア ン ク ロ ス 、 東 京 海 上 保 険 グ リ ー ン コ ミ ッ テ ィ 訳 、 『地 球 環 境 と 成 長 』













































































































昭和25年度 35 45 55 平成元年
図2一 人 当た り二酸化炭 素排 出量の推移(昭 和25年から平成元年)
10
































































































































































































































































































































































































(単位100万 ヘ ク タール)
1970年代 終 りa 1980年代 半ばb 1980年代 終 りc
南アメ リカ 2.67 9.65b 6.65
中央 アメ リカ 1.Q1 1.07 1.03
アフ リカ 1.02 1.06 1.58
ア ジア 1.82 3.10 4.25
オセアニア a.az Q.02 0.35
合計 6.54 14.90 13.86
(注)a34力 国 に関 す る1970年代 の デ ー タ は、 マ イヤ ー ス(下 記 参 照 〉 が用 い て い る食料 農 業
機 構(FAO)、TropicalForestResources,Rome,1981による。
bl986年 まで の 各 年 の デ ー タは、 世 界 資 源 研 究 所(WRI),WorldResources1990-1991,
OxfordUniverstyPress,Oxford,1990,表19-1によ る。 推 定値 に 関 して はFAOの
デ ー タ を基 に して お り、1981年以 後 の 最 新 デ ー タ、 そ の 他 の 個 別 デ ー タを含 ん で い る。
な お推 定値 は 密 生林 の み を対 象 と した もの で あ る。 密 生林 とは、樹 木 の 密 度 が濃 い た め
に 日光 が は ば まれ 、 そ の 結 果 下 草 が 少 な い か 、 あ るい は 見 られ な い森 林 の こ とで あ る。
cN.Myers,DeforestationRatesinTropicalForestsandTheirClimaticImplications,
FriendsofEarth,London,December1989.マイ ヤ ー ス に よ る推 定値 は、34力国、1989
年 現 在 の 熱 帯 雨 林 の97.3%をカ バ ー して い る。
dマ イヤ ー スの 推 定 で は、1989年現 在 、 ブ ラ ジル に お け る森 林 の 年 間 消 失 面 積 は500万
ヘ ク タ ール で あ る。WRIの19870年代 半 ば の デ ー タ に よれ ば 、 密 生 林 の 年 間 消 失 面 積 は



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































国 際経 営 フ ォー ラムNα8
1991年度 日本 の
マテ リアルバ ランス

















輸 入資源633一 石油239、鉄鉱石127、石 炭112、その他155
国内資源1,413-一岩石689、砂利372、石 灰石206、その他146
再 生資源221一 産業廃棄物、一}般廃 棄物 、 その他
合計2,267(通 産省 立地整備 局資料)
製品輸 出 ・輸 入 に関 して は、輸 出72百万t/年、輸 入68百万t/年を考 える必要
が あるが、 ほぼ均 衡 してい るの で無視 した。 エネル ギー消費 は化石燃料 が主要
な対 象で あ り、 人間等の動植 物が生成 す る炭酸 ガ ス量 は考慮 していない。 人間
は一 日約1kgの炭酸 ガ スを排 出す る。一 人当た り356kg/年なの で 日本 全体 で
は4,3SQ万tであ り、化石燃料 を排 出す る炭酸 ガ スの10%以 下なので無視 した。
(北川 浩 一 郎 『地 球 環 境 を守 るた め に』 丸 善 ラ イブ ラ リー、1.995,4ペ ー ジ。)
図3日 本全体のマテ リアルバランス
13


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































互 い に影 響 を受 け な い























(大串隆 之 「個 体 群 か ら種 間 関 係へ 」 東
1994年、202ペー ジ。)
正 彦 、 安部 琢 哉(編)『 地 球 共/f:系とは何 か』1'/凡社 、
15










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































体 の大 きな生物(ホ ス ト)の 上や体 の中に、小 さな生物(ゲ ス ト)が 生 息す る場合 について、(1)相 手 と
の接 触 によって利益が得 られ るの で積極 的に相 手 を求 め る、(2腰触 か ら不利益 をこうむ る
が拒否 で きない、(3)不利 益 をこうむ るので拒否 す る、とい う3つ の場 合 を双 方につ いて考 えると、
全部 で9つ の組 み合 わせ があ る。 は じめ は独立生活 していた両種 が、最終 的 に相利共生的 な関係
にいた る道筋 と して、Roughgarden(1975)は矢 印で示 した ものを想 定 した。
(巌佐 庸 「送粉共生 系 を進化 生態学 か ら見 て」井上 健、湯 本貴和(編)『 昆 虫 を誘 い寄せ る
戦 略 一植物 の繁殖 と共生』平凡社 、1994年、164ペー ジ。〉
図4相 利 共 生 系 へ の 進 化 の 道 筋
17










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































生態系のすべ ての メンバ ーは、関係性 の網の なかで相互 に接続 している。 そこで
はあ らゆ る生 命のプ ロセ スが 互い に依存 しあっている。
生 態系の メンバーの相 互依 存 は、継続的 なサ イ クルにおけ るエネルギー と資源 の
交換 をと もなう。
草木の 光合成 に より化学 エネル ギーに交換 され る太陽エ ネルギー は、すべ ての生
態学的サ イ クルを動 か してい る。
生態 系のすべての生命あ るメンバー は、競争 と強 力 とい う微妙 な相 圧作 用の関係
にあ り、そ こでは無数の形態のパ ー トナー シップ が結 ばれてい る。
生態系のすべての生活 メ ンバ ー1よ 自らを柔軟(フ レキ シブル)な 状 態 に保つ技
能 を もつ。す なわち、相 互依 存性 を保 ちなが ら自らの あ り方を変化 させ てい く。
生態系の安 定1よ その関係性 の ネ ソトワー クが複雑 な もので あればあるほ ど、す
なわち、生態系が 多様 であればあ るほど、 よ く保 たれ る。
生態系のほ とん どの種 は、創造 と相互適応 の相 圧什三用 を通 じて共に進化す る。
生態 系の なかの それ ぞれの種 の 長期 的生存 は、 有限の資 源べ 一スに依 存 して い










(カプ ラ、 パ ウ リ 「1.持 続 可能 な 社 会 へ の 課 題 」 カプ ラ、 バ ウ リ編 、 赤 池 学 監 訳 『ゼ ロ エ ミッ
シ ョ ン』 ダ イヤ モ ン ド社 、1996年、11ペー ジ。)
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